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刑
序

蘭
領
イ
ン
ド
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具
惜
的
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認
識
す
る
た
め
に
は
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ふ
ま
で
も
な
-
蘭
印
社
食
の
内
部
構
造
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把
握
す
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と
が
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要
で
あ
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｡
わ

れ
わ
れ
は
ま
づ
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な
け
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汎
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ン
ド
ネ
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散
布
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る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
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食
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人
類
史
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や
う
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展
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階
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す
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か
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世
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史
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か
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日
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'

い
草

そ
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活
圏
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確
立
の
た
め
に
朝
葡

賓
源
の
確
保
が
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れ
る
.
と
こ
ろ
で
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熱
帯
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無
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さ
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イ
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れ
る
の
で
あ
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篠
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湯
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あ
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イ
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す
れ
ば
､
現
在
最
も
必
要
と
さ
れ

的
解
法
に
閑
す
ス
こ
V,l
が
大

陸
政
策

の
基
礎
近
な
す
認
識
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
や
う
に
｡

し
か
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
社
食
の
親

l
的
認
識
は
恐
ら
-
甚
だ
困
難
で
あ
る
.
蘭
領
イ

ン
ド
と
し
て
概
楕
さ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地

域
は
そ
の
名
の
如
く
多
く
の
島
々
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
'
経
解
的
'
文
化
的
護
達
は
島
に
よ
り
又
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あ
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あ
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編
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簡
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植
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㌣濡部TO〇歳畔 l僻e長-㌣府TO〇

第 一 乗 郁 寸[ 人 rj (一九三〇年)

十買1,以上 ;7Tfl'ト IEA.rtf' -I_7-F■真一茄frT. 二RJ;)下 地方人口 都市人口割令

ジャ ワ及 iブラ 1561434 379606 850362 757701 38169261 8.5形

ス マ ト ラ 108145 128638 47241 245998 7724821 6.4

共 他 外 部 150553 102583 209258 10291632 4.3

hl, 印 1669579 558797 1000185 1212957 56185714 7.5

'd出倒<□1くTL椎盤Q小村確鞘～e学事神変鞘計駄定朝岨吊に_t-1漫蹄teh}フ<仁tF_m一二nトつく<'T,Tl''-,TtI)ト

<'軒先i:置<Q唾坦高山瑠Ljソ1<HICミシe罷牌Ei⊥̀毛蟹i一琶日日(鍵盤<hTLJ韓.3' 山忘4-ii側逆鞘<EH'○

<ギ襟裳elくく渋ヨJltl恐J一繋< ロe川11もQ熱 k-1rl釦 p (鯨目端)a

･Tlt jJl̂ ､~JノLL し..,

原料生産 1二 iYg- 交 さ?Ti 滞 圭繁 .(日日半/Jt共頼聾開 其 他 生職共人口 娘人口

ヨー ロッパ人 18800 4676 10985 11415 11290 20731 7424 85321 240162

インドネシ7人 14193158 2105129 290740 109086Ei 150227 491911 ]957609 202r/'9642 59138067

支 那 人 144888 93988 12754 171979 7161 3039 36126 469935 1190014

射 出射Y--外剛 ＼ 7000 5058 1712 19054 8/12 495 1991 36】5号 114637
計 14363846 2208851 316191 1293316 169520 516176 2003150 20871050 60682880

出J;ITrlndlSChUerslag194O,p.175-8Econ.andsoc･conditlOnOfthepopulatlOn;ヨリ作成｡

(話) 1.調査二普ツテ as]mpleenumerationノ77Aハレク地方デ除外サt,タ44353人チ令シテ1930年ノ絶人口′､60727233

人デフル｡尚 1940年ノ推定人口ノ､毎年 1.5/oiノ増加アルモノトシテ約 7000,qf.人 卜見積ラt,テヰ/レ｡

(計) 2.原料生産部門人rlノ内部構成ハ人種別二言ツテ多'少相異ス｡ インドネシア人ノ夫′､農業,砂糖栽培 (ェステ- ト

ノ使知者),其他農園･g,御礼 牧畜, 漁堆/-JT_項目=分レテす.)寮業ノ項目ガナィ｡ 圧之他人種ノ真二'､石油,

共他瀬業等ノ項目が存/TtスノL,｡勿論インドネシア人ノ審策従業f;-ガキナイワケデ-･､ナイo

昭光丑軸雫珂-a-(,JL,Q軽構てヽL 妹1牌 1T(JP 昧 1第 1<ギ



農 業 按 資

鋸業骨社ノ捌込資本金

銭道愈敢ノ揃込資本金

舟朋白骨元辻ノ捌込資本金

其他ノ商業,保険,
唇食紅ノ耕込資本金倉)

安投"#I.,:

眉鶴

0

0

6

9

3

首

相

43

82

3

3

(

2

蘇葺按

以 上 計 3428

石倉而土/示七倍.借入金
及個人事米ノ資本 金

500

総 計 3928

1

2

4

1

ハU

0

6

1

2

0

I

出所 南洋年鑑参照〔

言圭 農業投資-ー-ククー雷 リノ資本慣値二栽培面積チ
東 ゼ )i,モ ノ｡

第 四 表 輸 出 構 成

百 戸Il. :=lL
農産物 鋸産物 其他

1237 242 97

1078 264 101

833 253 21

507 188 52

385 120 36

306 130 32

326 135 26

294 126 26

362 147 29

660 258 33

426 203 29

495 223 28

593 252 28

o/占

農産物 繋産物 其他

78.5 15.4 6.1

747 18.3 7.0

72.0 219 6.1

679 25.2 69

71_2 222 6.6

65.4 27.8 6.8

669 27_7 54

65.9 28.3 5.8

67.3 27.3 5.4

69.4 27.1 3.5

64.7 30.9 44

66.4 29.9 3.7

67.9 28.9 3.2

出所 EcoI一OmischWeekblad1941,p.893(30.Mei).
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れ
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投

資
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二
四
億
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ナ
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軒
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金
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揖
近
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年
六
五
%
以
上
で



嶋 村 ㌣ ･,T '∴了:I..小 _ ._ ∴ ｣. . ._‥･ I.､. ､_.∴ _ ～.～

Qtf将a'収fO据慧謝昭中嶋-a'畔榔 11も粁心境去態瀬野鐘r(朝棒型蜜蛍r(僻等QiKヤlEト1Elミミ(Ii;1111くせ)∫

leJ･iilくず,(7i!111i!牡)' lHjl1El訣(1居gIOせ)中嶋rQo頚TL-e些母堂叶雌せ愉令港南坐嶋吋等喋l憧商昧ul
■

車ti鋸南等議ulZB弼坐聾者'輯輔蹟QClかiJil鬼岬4JU村中伯仲otEnk増 村鋸南富海kl匡議場e扉iH埜iKやく･<

1く故(1i:=いく牡)' iE･1個 故 (1i!ilii!牡)顛 l小 目lEEI硯 (1<EIO牡)P嶋Jn'薄茸杜輔技63氷 壁 11･<半旗

(Iiil11<牡)' 10･11日 欲目 ii‥li:牡)向く故(1iiEIO杜)中鳴吋 0 人)忌 LQZS去Q昏<唱TE壁舶凝臼･～QJliJ脚心嚢

LjU鵡 -n ' Jl空1,1価 等tと中小中主i倒産<韓Qll帖 故広ま心地食TQ冊脚聖'細野H鞘笥～QIQd魯吋(R甑kl碗5,tJ

領一*/･FくhKdi呼卑生†ヨ>冊立5=+tj諒サー

_t制鮭聖<駐韓hL)蛸喜範嘩-U十臣畔垂魚口呂-UとくFllJ≠恨十日畔吋う■Jd､望ノLJiitIJ刊でI樫旨苦さ-1･松㌻ヽピソ他心.トい

籍 _LrA米 輸 出 人 構 成

輸 入

1 9 3 7 1 9 3 6 1 9 3 5
.′ ノl- ､ r 一ー､- ㌔

1000kg % 1000f% 1000kg ,oi lOOOf % 1000kg I% 1000f %

重方 物 215 0.OL lワt; lln') 226 0O1 13ti nnFi ワGF; nn2 135 0;05

食 料 飲 料 466852 23.39 69126 1340 490651 30.49 5970 19.13 650955 3957 62054 22.33

原料牛製品 592954 29.72 28555 553 490936 30.51 17684 6.15 417644 2539 14956 538

完 製 ,鴇 935662 4688 400521 7763 627505 38_99 214062 74,49 576012 35.02 199353 71.74

金 紙 97 - 17634 342 8 1- 513 018 5 - 1381 050

計 1995780 100 515961 100 1609326 100 287367 100 1644881 100 277879 100

翻 東部恥蟹田習4,｣ト,e題得て･TtL 妹1順 1.(ie 鯨1錨 llくi:
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第

二

節

自

然

的

要

因

蘭
領
イ
ン
ド
を
し
て
鼻
糞
社
食

た
ら
し
め
乃
至
は
そ
れ
に
留
ら
し
め
て
ゐ
る
要
因
は
な
に
か
-

こ
の
間
弘
に
答

へ
る
こ
と
は
容

易

で
な
い
O
ま
づ
第

l
に
首
該
社
食
の
著
し
い
後
進
性
を
奉
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
こ
の
後
進
性
は
二
軍

二
重
の
歴
史
的
原
因

に
よ
る
も
の
で
あ
る
∪
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
今
佃
残
存
す
る
両
文
明
社
食
は
何
故
他
の
諸
大
陸
の
進
歩
の
背
後
に
と
り
残
さ
れ
た
の
か

ー

さ
ら
に
久
し
き
に
亘
る
封
建

(ァ
)
時
代
の
停
滞
的
費
展
の
秘
密
は
如
何
-

放
本
的
に
は
こ
れ
ら
の
諸
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ

..琴
心
後
.E
欧
資
本
の
侵
入
が
昔
話
杜
骨
に
輿

へ
た
影
響
'
そ
の
支
配
政
策
が
省
み
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

い
童
､
JJ
か
ら
の
こ
と
は
JJ
と
ご
と
-
本
稿
の
範
囲
外
に
ぞ
-
す
る
｡
JJ
l
で
は
草
に
濯
慨
を
中
心
と
し
た
技
術
的
開
蟹
の
努
力

と
目
顔
的
要
因
と
に
限
っ
て
素
描
す
う
に
と
ゞ
め
る
｡

･
･l

.･
･
･

-

i

l

l
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.

蘭
印
が
未
だ
に
農
業
国
の
域
を
臆
し
え
な
い
こ
と
の

庵史
的
要
因
は
上
述
の
如
-
常
務
社
骨
の
停
滞
性
と
オ
ラ
ノ
ダ
の
支
配
政
策

と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
､
問
題
の
積
極
面
は
漣
に
､
蘭
即
を
し
て
今
日
の
如
き
隆
盛
な
農
業
国
た
ら
し
め
た
要
因
如
何
と
い
ふ
形

で
提
出
さ
れ
る
｡
こ
の
こ
と
は
第

一
に
そ
の
自
然
的
基
礎
'
首
謀
社
食
の
櫨
っ
て
立
つ
自
然
的
保
件
如
何
の
問
題
で
あ
り
､
夏
に
こ

の
自
然
的
保
件
を
克
服
し
た
技
術
的
努
力
如
何
の
問
題
で
あ
る
｡

蘭
領
イ
ン
ド
を
し
て
冠
絶
す
る
凄
産
地
た
ら
し
め
て
ゐ
る
白
糸
的
使
伸
を
列
畢
す
れ
ば
'

地
質
的
保
件

気
象
的
保
件

雨
量
.

渦

度

'

菊
塵
'

如
-
.P
あ
る

(同
筆

三

二
頁
1
二
三
四
頁
)｡

蘭
領
印
度
は
地
質
峯
上
大
髄
攻
の
1111系
統
よ
-
成
る
｡

一
'
古
生
紀
の
岩
石

二
.
石
衣
岩
及
泥
次
岩

三
'
第
三
紀
及
滞
四
紀
の
火
山
噴
出
物

右
の
う
ち
第

一
顎
は
ス
マ
j･
17
'
ボ
ル
ネ
オ
等
で
蔑
見
さ
れ
る
が
､
世
界
主
要
火
山
脈
地
帯
の
尤
な
る
.･シ
ャ
ワ
に
あ
つ
て
は
第
三

顎
の
新
し
い
火
山
噴
出
物
が
最
も
多
-
'′
こ
れ
ら
安
山
岩
と
玄
武
岩
と
を
基
礎
と
す
る

土
壌
は
殆
ん
ど
す
べ
て
の
作
物
栽
培
に
適

農
業
投
資
植
民
地
と
し
て
の
蘭
領
イ
ン
ド

第
二
巻

山
九

l

第

1
折

l
九

一



農
業
投
資
柏
底
地
と
し
て
の
蘭
環
イ
/
ド

滞
二
奄

山
九

二

第

1
那

1
九
二

L
t
頻
蔑
す
る
火
山
の
爆
喪
は
土
地
の
肥

沃
化
に
よ
っ
て
そ
の
損
害
以
上
の
利
益
を
蘭
す
と
い
は
れ
る
.

(
註
)

/Jq
T
テ
/
ゾ

ル
隷
試
歯
研

の
モ

ー
ル

博
士
に
よ
れ
ば
､
蘭
印
各
地
の
主
攻
に
到
し
そ
の
最
も
好
適
す
る
椎
物
は
次
-3
如
-
で
あ
る
｡

火
山
灰
賀
士
盤

ハ
億
劫
)

甘
庶

畑

等

讃
刀
銭
J
p
w
L

キ
ヤ
ツ
サ
/

p,1･
T
〃
･%

首
和

え
ブ
7<

ゴ
pT;
い
･tt

=1
礁

'-
-

弄

.確

J,､
ヽ
/
,

′
.L･Jt,
rT]
Vhヽ

7
ー
l
ヽ
ー
..,
′
7
t
.1/
｣吋
｣ヽ

H
｣
1
-サボ
木

.i/
h
Ly
星
ヒ
エ臣
二

つ司
血
ノ

軒
架
F
詫
･fir:,Th
r
凱
爪
.
緊

コ
ー
ヒ
ー
.
掛
材

火
山
灰
溺
土
牌
へ比
地
衣
l紙
地
1,

兆
.
､ハ
ブ
フ

榊
.T
.
州
榔
[･T･

石
沢
岩
盈
況
灰
岩
･･6-
生
成
せ
る
土
壌

光
､
玉
萄
蒙
､
チ
ー
ク
け
森
林

古
生
紀
の
岩
や
L6-
生
成
せ
る
土
壌

前
板
､

穣
榔
櫛
'
藤
'
森
林

攻
に
気
象
的
催
件

は
気
温
､

雨
量
'
塩
安
'

風
'
日
光
等
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
が
'
蘭
領
イ
ン
ド
の
気
候
の
特
徴
と
し
て
ほ
攻
の

如
き
諸
鮎
が
奉
げ
ら
れ
る
｡

l
r
高
淵
且
温
差
極
小

二
'
雨

量

大

三

'操
皮

大

喝

季
節
風
'
風
力
射
し

五
'
日
光
の
直
射
張
力

(註
)
第

1
1二
つ
い
て
は

｢甜
領
耗
印
は
編
｣
十
頁
の
表
中
に
悉
さ
れ
て
お
-
､
第
二
､
第
三
も
同
株
'
詳
細
は
同
書
に
よ
っ
て
知
-
う
る
｡

右
の
諸
鮎
の
う
ち
二
'

三

四
の
諸

項
は
'

濠
洲
及
7
.-,h
ア
大
陸
並
に
太
平
洋
及
Lll
E1
度
洋
の
中
間
に
位
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ

れ
ら
の
地
理
的
環
境
に
支
配
さ
れ
る
.
気
温
は
年
中
殆
ん
ど
変
化
を
見
な
い
が
'
季
節
風
の
方
向
と
操
度
と
の
関
係
上
'
雨
季
と
乾

季
と
忙
大
別
さ
れ
る
｡
雨
季
は
大
隈
十

一
月

(平
均
十

l
月
十
日
)
か
ら
翌
年
四
月

(平
均
四
月
先
日
)
ま
で
'
乾
季
は
簡
飴
の
期
間
｡

～

J



雨
季
は
濠
洲
の
夏
で
あ
っ
て
東
都
低
く

北
半
球
は
反
之
過
渡
借
下
し
高
素
顔
を
生
す
る
.
故
に
7
.･,h
ア
大
陸
の
高
素
顔
妊
濠
洲
に

向
つ
て
流
れ
'
ジ
.ヤ
ワ
は
西
北
風

(正
確
に
は
偏
北
西
風
)
と
な
る
｡
乾
期
に
は
逆
に
北
年

頭
は
夏
'
濠
洲
は
各
と
な
り
t
.I,7,
ヤ
ワ
肢

東
南
風

(正
確
に
は
偏
東
南
風
)
で
あ
る
.

こ
の
モ
ン
ス
ー
ン
の
柘
襖
が
降
雨
に
及
ぼ
す
影
響
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

即
ち
濠
洲
の

某
'
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
西
北
モ
ン
ス
ー
ン
の
時
季
は
季
節
風
と
南
半
球
の
貿
易
風
と
は
相
反
す
る
方
向
を
と
る
が
故
に
'
雨
程
の
風

が
錯
綜
し
て
上
昇
の
傾
向
あ
り
､
冷
却
し
て
雨
と
な
る
こ
と
多
-
'
反
之
'
ア
ジ
ア
大
陸
の
夏
'
ジ
ャ
ワ
に
お

け
る
1#
甫
モ
ン
ス
ー

ン

の
時
季
に
は
嶺
洲
方
面
か
ら
の
こ
の
季
節
風
は
極
度
に
乾
燥
し
て
ゐ
る
上
'
貿
易
風
と
同

一
方
向
に
あ
る
た
め
錯
綜
せ
ず
下
降
の

傾
向
あ
-
.
駕
に
温
め
ら
れ
て
乾
燥
す
る
｡
故
に
ジ
ャ
ワ
で
は
西
北
モ
ン
ス
ー

ン
の
時
は
常
に
雨
季
と
な
り
;

東
南
キ
ン
t(
-
ン
の

･
-
O

赤
道
直
下
の
ボ
ル
ネ
オ
'
ス
マ
･エ
フ
等
の
大
部
分
は

マ
レ
ー
半
島
と
同
じ
く
右
の
様
な
季
節
風
の
明
確
な
屈
別
は
な
-
'

一
年
を

通
じ
て
多
演
で
あ
-
'
豪
雨
多
-
常
開
帯
を
な
し
'
且
風
力
も
相
減
殺
さ
れ
て
錨
-
な
-
謂
ゆ
る
無
風
帯
を
な
す
｡

雨
量
は

｢
蘭
領
東
邦
受
諾
｣
十
二
頁
の
表
に
ょ
つ
て
知
ら
れ
る
如
-
'
最
低
五
号

､､リ
か
ら
垂
向
六
千
ミ
リ
に
達
し
'
各
地
を
通

じ
て
潤
津
で
あ
-
'
植
物
の
生
育
繁
茂
に
最
適
で
あ
る
O
,I,h
ヤ
ワ
に
あ
つ
て
は
東
海
岸
及
北
岸
の
低
地
は

l
千
ミ
リ
か
ら
二
千
,,,
リ●

内
外
を
普
通
と
L
t
山
地
に
あ
つ
て
は
三
千
ミ
-
か
ら
五
千
ミ
リ
の
問
を
上
下
す
る
.
雨
竜
は
し
か
し
な
が
ら
モ
ン
ス
ー
ン
及
山
脈

其
他
の
関
係
か
ら
地
方
的
に
複
雑
な
磐
化
を
な
す
が
'
し
か
し
同

l
地
方
に
お
い
て
は

.L
年
内
に
お
け
る
雨
量
の
配
分
は
整
然
た
る

法
則
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
｡
従
っ
て
地
方
に
よ
っ
て
雨
季
と
乾
季
と
の
直
別
に
つ
い
て
明
不
明
を
生
す
る
｡
ジ
ャ
ワ
に
あ
つ

て
は

東
部
及
中
部
の
平
地
は
雨
着
の
置
別
が
敢
然
と
し
て
お
-
､
乾
期
の
五
､
六
ケ
月
間
は
殆
ん
ど
降
雨
を
見
な
い

(
こ
れ
は
甘
庶
栽
増
が
本

農
共
投
資
柏
民
地
と
し
て
の
蘭
韻
イ
ン
ド

第

二
塔

1九
三

第

1
親

1
九
三



軒温
智
捗

農
米
投
資
相
民
地
と
し
て
の
由
領
イ
ン
ド

第
二

懲

7
九
四

第

7
就

i
九
四

地
方
に
の
み
繁
盛
し
う
る
優
越
L･{催
件
で
あ
る
)
.

反
之
'
西
部
ジ
ャ
ワ
及
山
地
は
乾
期
と

雄

も
多
少

の
降
雨

を
見
る
o
注

意
す
べ
き
は

栽
培
農
業
上
か
ら
は

一
年
の
積
算
量
の
多
少
よ
-
ち
.
そ
の
雨
量
の
配
分
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
'
単
純
に
損
潤
で
あ
る
よ
-
も
む

し
ろ
乾
燥
す
る
JLJ
JJ
が
重
要
な
の
で
あ
る
｡
水
は
碓
概
技
術
の
整
備
に
よ
っ
て
任
意
に
供
給
調
節
し
う
る
か
ら
.

1
11′

1,日リLL
ー
】
1
J
=
l-.=･J
-i
L-
L-

の
中
細
は
以
丁
牒
印
鑑
策
を
破
滅
せ
し
め
る
に
足
る
-
力
祝
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見

て
も
充
分
理
解
さ
れ
る
0

こ
の
道
も
嵐
で
あ
-
､
血
の
浩
肘

の
賓
例
は
蜂
巣
に
お
い
て
典
型
的
に
現
は
れ
る
と
こ
ろ
｡

第

三

節

技

術

的

要

因

.･.).
ヤ
ワ
人
は
生
れ
な
が
ら
の
米
作
-
で
あ
る
と
し
て
も
t
.ジ
ャ
ワ
の
土
地
そ
の
も
の
が
本
邦
先
金
な
耕
作
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
｡

紀
元
後
数
世
紀
に
侵
入
し
た

ヒ
ン
ヅ
1
人
の
文
献
に
'

既
に
原
住
民
の
設
け
た
煎
概
施
設
の
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
と
い

ふ
｡
歴
史
e
L遡
り
う
る
限
り
遠
い
昔
か
ら
土
地
改
良
の
た
め
の
営

々
た
る
努
力
が
試
み
ら
れ
て
来
て
ゐ
る
の
で
あ
り
~
か
く
て
ジ
ャ

ワ
は
古
代
か
ら
米
産
閲
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
ゐ
た
｡
し
か
し
.,,)･
ヤ
ワ
人
の
椎
概
施
設
は
そ
の
巧
綬
ru
に
杓
ら
す
'
材
料
の
粗

悪
と
技
術
の
拙
劣
さ
と
の
た
め
'

前
世
紀
の
中
頃
に
は
潰
減
し
か
け
て
ゐ
た
と
い
仕
れ
る

(そ
れ
は
勿
論
敗
惟
紀
に
響
O
オ
ラ
ン
ダ
の
掠

守
が
放
任
属
社
命

の
荒
願
を
恋
し
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ら
う
)｡

l
八
七

〇
年
張
制
栽
培
制
度
の
撤
酸
に
と
も
な
ふ
私
人
経
営
の
教
展
は

近
代
的
技
術
に
よ
る
潅
概
設
備
の
導
入
を
必
要
な
ら
し
め
'
疲
弊
し
た
ジ
ャ
ワ
の
土
地
に
い
さ
1
か
清
を
入
れ
る
機
縁
を
輿

へ
た
｡

前
述
の
如
-
全
人
口
の
七

〇
パ
ー
セ

ン
ト
が
ジ
ャ
ワ
に
集
中
し
'
そ
の
稗
度
も

一
九
三
〇
年
に
は

l
平
方
粁
常
-
ス
ヤ
ト
ラ
の
1

七
人
張
'

ボ
ル
ネ
オ
の
四
人
張
'

大
東
地
方
の

一
一
人
張

(外
顧
平
均

1
0
'
七
三
人
)
に
勤
し

ジ
ャ
ワ
及

マ
ヅ
ラ
の
夫
は
三

7
五
人



∴

･

′

.

.

㌔

.

.

J

･

･

強
に
達
す
る

(
完

四
〇
年
に
お
い
て
は
掛
定
人
口
七
千
蔦
'
-
も
ジ
ャ
ワ
及
マ
ブ
ラ
四
千
八
有
司

外
領
二
千
二
宮
i･{1と
す
れ
ば
そ
の
密
度
は
ジ

ャ
ワ
及
7
プ
ラ
三
六
四
人
'
外
預

三

･
四
人
と
ti･言

)O

し
か
も
ジ
ャ
ワ
が

1
八
三

〇
年
の
.･,h
ヤ
ワ
哉
寧
賂
了
以
釆
'
直
接
統

一
的
な
支

配

の
下
に
あ
つ
た
の
に
封
し
.
他
の
外
領
諸
地
方
が
オ
ラ
ン
ダ
の
強
力
な
統
治
の
下
に
編
入
を
了
し
た
の
は
潮
-
今
世
紀
に
入
っ
て

ヽ

か
ら
の
こ
と
に
す
ぎ
ぬ
｡
従

っ
て
西
欧
的
技
術
の
導
入
に
よ
る
開
拓
'
そ
の

1
つ
と
し
て
の
滞
概
括
動
が
従
釆
殆
ん
ど
ジ
ャ
ワ
に
限

ら
れ
て
ゐ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
｡

弟 大 家 横 寺臨 設 備

所在地(圭 司f州) 卸横ha･

ノヾ ン ダ ム .'ji1800

バ メディア 405OO

バ メ ディ ア '70300

チ エ .)ボ･ン ミ〕･2500

ぺ カロンガ ン 31200

バ ンユ17ス 19900

ス ラ バ ヤ 340()0

ブ ス キ 24800

名 構

チ ウヂエ ン

テ サ ダ ン

チ タ ル ム

チ マ グ ク

プ マ リ

ス ラ ヂ ウ

シ ドアル ジ ヨ

ノヾ ル ウ

ヮィスカム,J{ン ラムボ ン(ス 1P卜?)42600

サ グ ン 七 レ ベ ス 63900

出所 TheチJetherlandslndleS (Ilu】letln Ofthe
colonl.al工nstltuteAmsterlpl;ヨ汀L)Vo･｡3.No.
3-4p.153.

農
米
投
資
相
民
地
と
し
て
の
師
領
イ
ン
ド

さ
て
畢
郡
の
近
代
的
な
濯
概
設
備
は
'
前
世
紀
の
中
頃
築
造
さ
れ

た

シ
ド
ア
ル
ヂ

ヨ

ニ
プ
ル
タ

(
ス
ラ
バ
ヤ
附
淀

)
の
濯
概
改
良
の
た
め

の
レ
ン
コ
ン
堰
堤
で
あ
っ
た
が
'

こ
の
ダ
ル
ク
内
の
碓
概
.
排
水
設

備
の
料
韓
的
改
良
は
ギ
淵
府

押入
る
資

T-
は
･lFL醜
し
な
か
/
布

.
奴

術
輿
的
原
理
に
基

い
た
完
仝
な
碓
概
設
備
の
建
設
は
､
八
十
年
代
に

入
っ
て
漸
く
緒
に
つ
き
'
ま
づ

ス
ラ
',,h
ウ
の
滞
概
地
屈
が

1
八
八
八

年
完
成
し
た
｡
次
い
で
ブ
ラ
レ

タ
ス
.

ス
ラ
ン
'
プ

カ

レ
ン

-
サ

ム

ピ
ア
ン
'
プ

マ
リ
ー
チ
ョ
マ
ル
､
チ
マ
タ
グ
等
の
稚
概
地
隈
が
夫
々

一
八
九
二
'

一
八
九
二
'

1
九

〇
七
､

1
九

〇
八
'

1
九

1
0
の
各

年
に
建
設
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
濯
僻
地
屈
の
規
模
の

1
端
を
示
せ
ば
次

表
の
如
く
で
あ
る
｡第

二
審

T
九
五

第

一
班

山
九
五



農
業
投
資
柏
民
地
と
し
て
の
蘭
鋳
イ
ン
ド

第
二
懸

1
九

六
第

一
既

1
九
大

か
-
て

l
九
三
九
年
末
ま
で
に
料
率
的
に

漂
概
さ
れ
た
水
田
は

1
.

二
三
三
'
九

1
四

へ
ク
ク

ー
に
上
っ
た
｡
こ
の

ほ
か
小
規
模

な
土
人
の
葎
概
設
備
は
移
し
-
存
在
し
て
お
-
'
そ
の
給
水
総
面
積
は

1
五
〇
高

へ
ク
ク
ー
に
及
ぶ
と
い
は
れ
る
｡
い
ま
ジ
ャ
ワ
吃

お
け
る
土
地
利
用
情
態
を
揺
す
る
な
ら
ば
こ
れ
ら
の
数
字
の
蚤
嬰
性
は
直
ち
に
理
解
讃
れ
る
?
･あ
ら
う
D

本
寂
に
.よ
っ
て
知
ら
れ
る
lJ
と
は
.
.I/t
ヤ
P
に
む
け
る
可
耕
地
は
釈
九
百
筒

へ
ク
ク
ー
で
あ
-
垂
･ELu･両
帝
聖

ハ
Ii･
爵

♪
I
pP
ン
t

第七黄 ジャワ,Llゾラの土地使用(一九三九年)

種 類 面積 (1000ha,) ヲ∠

1 イ ンドネシア人魚雑 卜漁業

a ノーンドネシア人農業地 7881_,6井 59.6

b 堕水漁業地 69.3 0.5

計 7950.9 60.2

2 エ ス テ ー tl 10()5.7柵 7.6

3 政 府 森 林 3090.9 233

4 其 他 土 地 1169.9 8.9

線 ､ 計 132L7.4 100

出所 ⅠndischVerslag1940.
(註 ☆)一時的にェステ-･ト-譲 られ1:面積 (135.7千チ-クク
ー)を加ふれば BO17.3千-クタ･-

(註4")インドネシア-訊減し1ニ2731千-クク-を加ふれは
12788千-ククー一
向外穣にをける ェ ステー ト 0)租借面積ば
スマトラー1447125ha. ボルネオー 68209hzL.
大 束 署- 127719ha. 計 -1643053ha.

ア-訊減し1ニ2731千-クク-を加ふれは

を
占
め
る
こ
と
で
あ
る
〓

ス
テ
ー
ト
所
感
甜
税
の
大
部
分
は
可
新

地
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
.
詳
し

-
は

h
disch
V
erstag
T
九
EIO
､

二
五
五
頁
以
下
を
見
n
)o

こ
の
可
耕

地
は
更

に
水
田
と
乾
田
と

に
分
れ
'
そ
の
各
々

の
面
積
は

1
九
三
九
年
に
お
い
て
水
田
三

三
七
貰
七
千

へ
ク
ク

ー'
乾
田
四
五
二
軍

二
千

へ
ク
ク
ー
で
あ

る

(邦
琴

肘
印
統
計
書
｣
三
六
頁
)｡
従

っ
て
科
単
的
な
従
っ
て
永

久
的
な
施
設
を
も
つ
港
概
面
積
は
仝
水
田
の
三
分
の

1
以

上
を
占
め
'
こ
れ
に
土
人
の
手
に
な
る
夫
を
合
す
れ
ば
二
七
〇

寓

へ
ク
ク
ー
を
超
え
､
章
に
杢
水
田
の
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
及

ぶ
こ
と
1
な
る
｡
ジ
ャ
ワ
土
塊
の
豊
鱒
は
天
輿
の
肥
沃
さ
だ
け

に
よ
っ
て
懲
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ

ら
う

｡
こ
の
軽
概
設
備
の
建
設
及
維
持
修
繕
の
た
め
'
政
府
は

Ll,･Jr
l
I.I.tJ圭

'

･

.

1
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.I,h
ヤ
ワ
開
費
の
た
め
の
努
力
は
勿
論
滞
慨
活
動
だ
け
に
止
ら
な
い
｡
道
路
の
建
設
'
鋳
造
の
敷
設
等
の
交
通
問
題
が
あ
り
ー
又
た

ゆ
み
な
き
兵
事
研
究
の
努
力
が
あ
る
.

1
九
世
紀
初
頭
(
1
八
〇
八
-
1
八
二

)
ダ
ン
デ
ル
ス
の
張
制
労
働
'
更
に
t
八
三
〇
年
以
額

の
栽
培
制
度
時
代
を
通
じ
て
為
さ
れ
た
道
路
の
開
襲
膿
張
は
'
本
島
を
し
て
東
洋

1
の
整
備
せ
る
道
路
網
の
所
有
者
た
ら
し
め
た
｡

叉
エ
ス
テ
ー
ト
の
輸
出
蔑
作
物
の
多
-
は
海
外
か
ら
の
移
植
に
よ
る
も
の
で
あ
り
'
教
十
年
に
亙
る
JJ
れ
ら
の
品
種
改
良
の
努
力
に

よ
っ
て
今
日
の
隆
盛
が
招
宋
さ
れ
た
の
で
あ
る
.
東
印
度
骨
社
の
批
政
に
よ
っ
て
困
傾
心の
趣
に
あ
っ
た
こ
の
土
地
が
'

一
世
紀
の
後

に

｢
植
民
地
世
界
の
精
華
｣
と
呼
ば
れ
る
に
い
た
ら
う
と
は
ラ
ツ
フ
ル
ズ
JJ
経
も
預
想
し
え
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
O

.

第

二

鼓

丁

司
祭
放
資
有
為
と

J
LJ
LO
i弼
粥
…-1
転

第

i
節

農

業

オ
ラ
ン
ダ
は
近
世
資
本
､王
義
費
展
の
尖
端
を
勿
つ
た
が
'
商
業

-
高
利
貸
資
本
と
し
て
阜
-
寄
生
化
し
'
強
力
な
産
業
資
本
の
展

開
を
見
な
か
っ
た
事
情
は
-
そ
の
東
大
な
植
民
地
を
し
て
永
く
政
府
の
喝
占
の
下
に
置
か
し
め
た
と
同
時
に
'
外
国
資
本
の
塵
迫
の

下
に
植
民
地
の
政
治
的
支
配
を
経
緯
す
べ
-
'

こ
れ
を
国
際
的
投
資
市
場

と
L
t!
開
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ

る
｡
す
な
は
ち
'
東
和
鹿
骨
社

(
〓
ハ
〇
二
⊥

七
九
八
年
)
の
専
制
に
次
ぐ
強
制
栽
培
制
定

二

八
三
〇
-
T
八
七
〇
年
)
下
の
弼
占
機

構
が
除
々

に
打
破
さ
れ
た

l
九
世
紀
後
年
以
乗
､
国
際
資
本
は
満
々
と
し
て
流
入
し
'
古
き
専
制
と
狗
占
と
に
代
っ
て
私
人
経
営
に

よ
る
自
由
な
ア
ウ
ス

ポ
イ
ツ
ン
ク
の
時
代
が
萱
場
す
る
｡
こ
の
私
人
経
営
は
し
か
し
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
融
合
に
と
つ
て
は
全
く
寄
生
的

農
業
投
資
相

良
地
と
し
て
の
蘭
領
イ
ン
ド

第
二
審

一
九
七

第

一
班

7
九
七



鹿
米
投
資
柏
民
地
と
し

ての
刑
部
イ
ン
ド

第

二
啓

i
九
八

第

1鋭

1
九

八

な
存
在
に
す
ぎ
ず
'
住

民
の
需

要
と
は
無

関
係
に
'
国
際
市
場
の
た
め
の
輸
出
農
作
物

の

み
を
栽

培
し
､

超

過
利
潤
の
蒔
得
の
み
を

目
的
と
す
る
O
こ
の
エ
ス
テ
ー
ト
と
原
始
的
な
技
術
の
下
に
自
然
経
営
の
枠
を
出
で
す
､
謂
は
ば
そ
の
験
刺
を
輸
出
す
る
に
す
ぎ
な

い
土
人
染
柴
と
は
故
然
と
値
別
さ
れ
て
ゐ
る
.
士
人
蔑
兼
は
エ
ス
テ
ー
ト
へ
の
耕
地
分
輿
と
租
税
及
負
債
の
過
賞
の
下
に
飴
低
次
-

ノ
-
･才-
､-
1
･･lご

)
-
I,pJ､=-
)
11
へ..≡
.
)
Jn
.･jJ
1)/
-"
-
{
■､′瓜
,l
lH
IT
q
.-
.b
LTlt･tlq,TLH;l
]示
す
..hYq
コm
Lr布
目
小が
'-
乃
う
.一,託
ト
"
乃
TD

の
は
イ
ン

ド

*
,ソ
ア
ン
の
食
料
た
る
氷
で
あ
ら

､
そ
の
他
小
亦
掛
'
免
税
等
が
日
T九
つ
)｡
か
-
て
闇
ul
I
澄
男
tj:零
柴
･･,
に
W
-

エ
Tl'
テ
I
l

■
,
pr=
rJ
l]l])′一一1.7ヽ
ノ
汁へtrトさ]
:
LL

,P.1

の
繁
栄
に
外
な
ら
な
い
｡

以
下
具
鰭
的
に
這
般
の
事
情
を
見
よ
う
｡

い
卓
蘭
印
物
産
の
世
界
輸
出

(乃
至
生
産
)
に
お
け
る
比
重
を
見
る
な
ら
ば
次
表
の
如
-
で
あ
る
.

凝

>

鮮

転

跡

雷

＼
言
海
富
岳
ifL.rr

(1
)
Lf
;JL冷
)

斗
+

b

d
･'
･y
g

S
藩

札
ト

叫

々
菩
7
番
執

7
1
-
9～

芦
葺
j
l昏
Bf:I;

料

(k
g
.to
n
)

(

k

g

.to
n
)

(k
g
.to
il)

(

t

DOO
k
g
.t
L)

(
1
0
0
0
k
g
.t
.)

(
L

OCOk
g
こ

()000
k
g
.t
)

(1000k
g
.t.)

薄

鞠

詐

琵

)3879

2995
5

80672

1
0
2
1

2
0
0
4

3
3

2

雷

E
L]

1

26
)
9

2

)4
5
C
I

6
9
6
7
2

3
7
9

5
4
4

)

09

p
t'/

9
1

7

2

8
6

37

2

7

3
3

1
1
2

6

3
9
7

2
7
4

74

2
4

)?

(
)9
29
-

9
4
)

()930-
79
)

(
)9
3
6

1
92)
(

)

9

37
-

38)
(
)
9

3
2-35
)

(
)9
3
3
-

3
0
)

(rH]

1
)

(19
3
2

-
tg)

Eh
JrifF

L
a
nd
b
o
u
w
e
x
p
o
r
tg

ewassent939
.

(
料

)

)

.

｢斗
+

｣
､.EE熱
源
0

2.
叫
E
崇

P山
,ノ態
か
十
iF
=
津

f
軸
^
･
/
1
t
朗

叫

卦

-t
JL,
溝

蒜

沖
%

○

こ
れ
ら
農
産
物
輸
出
の
う
ち
キ
ナ
.
抽
邦
子
物
産
及
ア
ゲ
-
ヴ
繊
維
は
エ
ス
テ
ー
ト
が
濁
声
レ
茶
に
お
い
て
は
八
二
冠

'
ゴ

ム
で

は
五

一

%を
分
つ
｡
反
之
'
残
り
の
三
者
は
土
人
の
割
合
が
邸
倒
的
で
あ
-
'

エ
ス
テ
ー
ト
は
カ
ポ
ッ
ク
の

7
0
%
､
盲
々
郁
子
物
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槻elく故ikJ社食fOil小 知や'零牽坐胡<e照Inp感付(liaHlii粁)o

J長J対芸瓜匪tuz=皿葡e鑑胡n:時日鵜と岬賦鞘堂長LetかQ胡瓜塑七宝名宝壁宗e堅貢加盟も対と去恕胡瓜即

rv山生糸SV望-H<畢職Q常世坐噴出鮮蛸JHT(lh-土塁地笛榔恒富ki瑚丑も伸長瓜中嶋HJIOtEhLJ望少蝉出鼻鮮

e登記泣虫と沖叫餅確増室e常世心境吋出'S部喋31虫定立#.葦kl鵜SV十単21鑑か9307eQ心嚢 記iE岬胡瓜吐

輔e長-㌣屯吋○

第九未 重 要 輪 tIJ. 品

19 3 8 193 9 19 4 0

千 膚 〆 .tlH 日 干 膚

つつr)ウワ̂｢ ･上▲ しI"LJL.J~T

76983 10,32 %･% * 81618

58848 7.89 砂 糖 52491

57089 7.65 茶 48905

26940 3.61 タ バ コ 38516

25270 3.39 キ ナ 27070

⊥DI/4 2.11 タ.t_Jオカ 13244

11856 1.59 コ プ ラ 12587

品 目 =｢ 盾 %(半焼%,I:質) 占.i E)

17丁 ;rh i61604 24.57

I)イ ム Ij35384 20.58 石 ･llu-

3茶 56243 855 砂 ま療

4砂 糖 44690 6,79 錫･錫 帝

5 3 バ コ 38849 5.91 茶

6 コ ブ ラ 38313 5.83 タ バ コ

7%･% @ 33442 5･08 ] 7 7

8油仲子抽 16527 2･51 紳輔子細

9 コ.1ヒ,1 13708 2.08 コ-ヒ.r

10 キナ皮･キ二-ネ 11854 1･80 キナ皮.キニ-ネ 11550 1.55 硬宜繊維 10281

出所 貿易年報,野田週報.
雌株鑑駄誓固着JJJtJEB擾騒て'TbL 昧廿騨 Ii<ii 昧l恕 1iEii

%
6
'
即以
滋

.95

溺

37

α

封

.43

.

7.
nワ
9

5

5

4

3

1一
l

1

nTV
l･<



山忌de,H掛現地豊 e Ar'吋'141棋叫僻e塁地中伯仲n.r＼l卜4-礼.ilも求識口Eiu塗 れ'歴亜e整地kl鵜と畑山 (lh

- ⊥e別 口心頭 JQ胡瓜Ti蛸'e長-中嶋 吋 ohLJ望4.か十′其迂小南監駈整馨芸HTO卜-･Le崇JpEJ戚岬型名′命

毎日鵡itrliif;駁p祐ii鵜エIiJ< ∃.笥' もJノく∩泣虫Sト,(llL択一 Inq東 n-L･一日鵡_S,リ昨日 ti_ミ山喋 々Jil曳岬
ハ,l･＼--訂Liltl点心こ､LLTT_指ご′HLL'LD三､ノ鐙掘 ･bHT)搬上上,i-'iT'ポi'地口㌔,1.'T代. 長 ソ ー ㌣耕諸相丑三三訂'-i:よで ,hLCH ～- t､1､ ､)叫_｣｡IL､L

礁Q朝嘩重宝,,,=験い せ J o{,-ギ＼･JieL/lm'gヨ監Ll藍ケかも七〇騎1-7端で隈辞岩村bl.も∫去)

弟 十 衷 農 産 物 輪 Lll,如

808 429 1237
685 393 1078
573 260 233

342 165 507
247 13弓 385

181 125 306
211 115 326

188 106 294
229 133 362
358 302 660

257 169 426

310 185 495

368 225 593

%/-JL ､
胤瑚｣人 計

513 272 78.5

475 272 74.7

495 225 72.0

458 221 679

457 255 71.2

38.7 267 654

433 236 66.9

421 238 659

426 24.7 67.3

37.6 31.8 69.4

39.0 25.7 64.7

416 248 664
421 258 67.9

第 1 - 袋

if-:婚 僧格 重 畳･--- - L-I
曲園土人 農協 土人
69 31 73 27

65 35 67 33
64 36 70 30
69 31 75 25
よっ 33 00 34

64 36 64 36

59 41 61 39
65 35 63 37
64 36 61 39
63 37 50 50
54 46 54 46

60 40 57 43
63 37 63 37

匹覇覇
出所 第円袈三岡:Jo Lriノ軒 Lanpbc11WeXPOrtgeWaSLrell1939,
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孝
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＼

.r･
It
'二
･～
.･
p十

′

'
-

=

･
･

･･1
号

A･J
T･呈

右
の
場
合

に

お
い
て
'
わ
れ
わ
れ
は
人
口
及
耕
地
面
積
に
お
け
る
雨
着
の
割
合
を
想
起
せ
ね

ば

な
ら
ぬ
｡

人
口

に
つ
い
て
七
喋
4(
敬

事
し
な
い
で
あ
ら
う
｡
数
千
寓
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
に
封
し

エ
ス
テ
ー
ト
の
数
は
'･,h
ヤ
ワ
に
お
い
て

二

八

1
.
外
領
に
お
い
て

一

二

1
九
.
合
計
二
四
〇
〇
(
1
九
四
〇
年
)

に
す
ぎ
な
い
｡
耕
地
に
関
し
て
は
ジ
ャ
ワ
(
及

マ
ヅ
ラ
)
だ
け
に
つ
い
て
み
れ
ば
第
七
表
に

よ

っ
て
知
る
如
く
'
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
農
耕
地
は
エ
ス
テ
ー
ト
の
天
に
約
七
倍
す
る
が
'
問
題
は

1
人
首
-
の
耕
地
面
横
で
あ
る
｡

.-,h
ヤ
ワ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人

1
人
嘗
-
の
可
耕
地
面
積
は
〇
､

一
九

へ
ク
ク
ー
に
す
ぎ
な
い
に
反
し
.

エ
ス
テ
ー
ト

l
箇
富

･sl
の
所
有
地
及
租
借
地
は
約

一
千

へ
ク
ク
ー
(相
付
面
積
だ
け
を
見
て
も
約
五
盲
へ
ク
ク
ー
)'
仝
-
比
較
に
な
ら
な
い
｡
革
に
こ
れ
だ
け

の
事
菅
か
ら
見
て
も
年
々
数
億
眉
に
上
る
貿
易
の
バ
ラ
ン

ス
が
誰
の
手
に
流
れ
る
も
の
で
あ
る
か
は
明
白
で
あ
ら
う
｡
し
か
も
事
茸

は
.
圃
際
貿
易
横
梢
が
仝
-
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
<
か
ら
速
断
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
-
'
貿
易
業
'
却
東
栄
p
仲
介
業
等
は
す
べ
て
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
･<
及
支
部
人
の
カ
1,L
.Jh
-
I
に
甲
㌻
る
i<
榎
に
澗
占
.A-lれ
'
JJLl放
資
だ
に
輸
出
入
商
いM
の
銚
状
某
偶
椎

に悩
む
｡.Lj.人
締
約
は

こ
れ
ら
中
間
共
著
の
二
重
の
搾
取
に
よ
っ
て
蒜
々
拓
也
に
追
払
込
ま
れ
る
.
か
-
て
赤
字
克
服
香
回
避
の
た
め
に
土
人
経
緯
は
ま
す

-
1
古
い
共
同
鱈
円

へ
後
退
せ
ざ
る
を
え
す
'

共
同
鰭
成
員
の
共
同
の
犠
牲
に
患
い
て

い
-
ら
か
で
も

打
聾
を
虐
和
さ
せ
る
た
め

に

'
オ
ラ
ン
ダ
の
桔
民
政
策
は

｢
土
人
の
習
慣
を
尊
重
し
て
｣
未
分
化
な
村
諸
融
合
を
こ
と
さ
ら
狭
陰
な
天
地
に
踊
蹄
せ
し
め
つ
1

放
任
し
た
の
で
あ
る
｡
｢
費
し
き
が
故
に
富
む
｣-
蘭
領
イ
ン
ド
も
ま
た
こ
の
虞
理
の
例
に
洩
れ
る
も
の
で
は
な
い
｡

最
後
に
参
考
ま
で
に
各
国
の
農
業
投
資
額
を
掲
げ
る
o

投
資
覇
は

算
出
の
方
法
に
よ
-

又
人
々

に
よ
-
層

々

と
し
て

1
敦
を
見

チ
.
近
年
に
お
け
る
も
の
も
不
明
で
あ
る
が
､
左
は
蘭
印
政
府
が

1
九
二
九
年
末
'
各
稀
栽
培
物
の
植
付
面
積
及

一
ヘ
ク
ク
ー
首
-

*

の
資
本
債
値
を
基
礎
と
し
て
算
出
せ
る
も
の
で
あ
る

｡

農
業
投
資
相
民
地
と
し
て
の
酎
爾
イ
ン
ド

第
二
番

二
〇
7

第

一蹴

二
〇
7
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魔
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御
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〇
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二
〇
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メ
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〇
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庸
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⊃
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(
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空
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三
五
〃

1
八
二

八

ケ

一
･十-7~
r

L丑
〃

日

本

T<
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r(

-

,!

II･

-

非

也

一
九
五
四
〇
千
盾

五
二
!
三
〃

二

一
九
四
〃

ロ
1
]
｢

ノ

し

ノ1
ー

第

二

節

鍍

業

鏑
柴
は
オ
ラ
ン
ダ
資
本
及
こ
れ

と
融
合
し
た
イ
ギ
リ
ス
'

ア
メ
リ
カ
資
本
の
殆
ん
ど
鳩
占
す
る
と
こ
ろ
で
あ
-
､
そ
の
弼
占
機
構

は
鼻
糞
に
止
し
て
進
に
徹
底
的
で
あ
る
｡
餌
美
技
賓
は
政
府
発
表
に
よ
れ
ば

1
八
三

〇
年
末
に
お
い
て
梯
込
資
本
の
外
'
社
債
'
借

～

入
金
等
を
含
み
維
新
約
六
億
盾
で
あ
っ
た
｡
そ
の
内
容
は
夷
の
如
-
で
あ
る
.

国

名

オ

ラ

ン

ダ

イ

ギ

リ

ス

ア
メ
リ

カ

支

那

繰 政 民 日

間

計 肝 計 本

第
十
三
表

解

石

油

二
四
八
四
八
〇

1
二
三
六
〇
〇

1
1
0

0
0
0

一
八
C
)

四
八
二
二
六
〇

茄
0
0

つ

四
八
七

二
六
〇

米

投

資

(
千
盾
)

石

炭

一
一
四
七
〇

二

四
七

〇

三

1
二
七
四

四
二
七
四
四

錫

一
七
五
〇

〇

一
七
1Jj
O
〇

二
ハ
五
七
五

三
七
〇
七
五

金

鉱

1
四

二

10

六
〇
〇

一
四
八
二
〇

五
五
六

九

二
〇
三
八
九

其

地

1
七
八

二

I

八
五
〇

一
八
六
六
二

7
八
六
六
二

計

三
〇
九
四
八
二

一
二
四
二
〇
〇

一
一
〇
〇
〇
〇

八
五
〇

一
八
〇

五
四
四
七

1
二

五
六
四

一
八

堤) 南洋年鑑o

六
〇
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l一
雷
讐

1

一

雷
亨

･-

･r
･

-

ll,1
､

(
誌
)

日
本
の
校
費
は
耳
際
は
教
官

的
眉

に

上
る
筈

.

･

･

･
.■1->

右

に
よ
っ
て
明
か
な
や
う
に
'
英
'
米
の
頚
木
は
専
ら
石
油
に
向
け
ら
れ
て
お
-
､
オ
ラ
ン
ダ
も
ま
た
主
力
牢
∪

れ
に
注
い
で
あ

る
｡
列
強
が
い
か
に
こ
の
茸
嬰
た
頂
略
賛
畑
に
力
を
集
中
し
た
か
'
い
か
に
激
烈
な

｢
石
油
哉
｣
を
演
じ
た
か
は
周
知
の
如
-
で
あ(謎
)

る
｡
蘭
印
石
油
の
世
風
的
地
位
は

l
九
四
C)年
に
お
い
て
世
界
生
産
の
二
･八
%
を
占
め
た
に
す
ぎ
な
い
が
､本
賓
源
の
世
界
的
偏

在

の
た
め
に
'
ま
た
東
正
及
柑
太
平
洋
に
お
け
る
唯

一
の
豊
富
な
油
田
地
帯
で
あ
る
鮎
に
お
い
て
.
太
平
洋
問
題
に
関
係
あ
る
囲
家
に

と
っ
て
決
定
的
な
言
責
を
も
つ
O

(苦

同
年
U
s
A
は
六
三
tQbJ

ソ
潮
は
lO
〆
盲

占

め
'
蘭
印
は
デ
エ
ネ
ズ
エ
ラ
ー
八
二
ハ
%
.
イ
ラ
ン
土

7
･七
%
に
つ
い
で
第
五
倍
｡

世
鼎

に
お
い
て
p
ま
た
聞
印
に
お
い
て
7
石
油
業
ほ
ど
順
調
に
ま
た
急
激
に
喪
髭
し
た
棄

茄
は
少
た
い
で
あ
ら
う
｡
蘭
印
の
蕗
池

北
社

朋
.茄
･
な
払

ば
'

-I
T{
九
■
牢
に
は

伐
か

六
/日
華

ハ
レ
ル
/
1
バ
レ
ル
の
悦
油
は
平
均
○
-

l､b
鞍
｡
が
7
十
'･
ン
)
LL
-あ
〕
た
屯
の

*
二

八

九
五

年
や
は
す
準
ハ
レ

ル
を
超
え

,

讐

次
世
界
大
瀧
を
樽
朋
と
し
て

l
九

〇
八
年
に
は

1
干
草

ハ
レ
ル
に
飛
躍
し
た
｡

以

後
次
第
に
増
加
し
て

1
九
二
元

年
に
は
六

1
二
九
三
〇
〇
〇
バ
レ
ル
'
ト
ン
で
言

へ
ば
的
七
九
五
甫
ト
ン
に
達
し
た
の
で
あ
る
｡

そ
の
輸
出
高
も

一
九

〇
〇
年
に
は
雪

盲
に
お
い
て
室
蘭

印
聴
出
高
の
七

･
五
%
'
慣
格
に
お
い
て
l
･
八
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の

が
'
最
近
忙
至
っ
て
は
雪
盲
に
お
い
て
全
輸
出
高
の
半
ば
を
超
え
る
に
至
-
二

九
三
八
年
に
は
約
六
百
甫
ト
ン
.
五
五

二

亮
に

連
し
た

(
完

三
九
年
に
は
六
Et二
島
-
ン
･
五
三
二

%
)｡
債
格
に
お
い
て
も
同
年
は
第

l
位
を
占
め
約

一
億
六
千
首
唱

仝
輸
出
額

の
二
四

･
五

%
を
専
有
し
た
(第
九
表
を
見
よ
).
か
-
て
石
油
製
品
は
い
ま
や
ゴ
ム
と
並
ん
で
蘭
印
物
産
の
王
座
を
占
め
る
忙
至
っ
て

ゐ
る
｡

農
米
投
資
柏
民
地
と
し
て
の
断
簡
イ
ン
ド

第
二
審

二
〇
三

第

一
統

二
〇
三



第十四未 石油分社別生産 (一九四〇)

骨 社 名 公稀資本 資本系統 /E席桁 %

BataafschePetroleumMaatschappり 3倍居 英一40% 454̀t255 57.2
(バ ク-フセ石油 食紅) 税1-1603左

NederlandstheKolonialeP.MlJ 24507謁盾 米 :ま()8:1402こ 26.2
(オランダ柘荊石油骨祉) (スタング--ド)

(献]印石油分社) 政府-50%

其 他 話 せ 融二 ∠1-469 0.1

計 793とi993

Ⅶ .伽仙"M._.__uh- L

.111所 Ec(⊃nomischWeekblad1941p_LO16
新正銘缶,I7絹 rl十五年六月,f･17儒 印度ノJ捌 :さ慨 物資打 (1:I.f聖･召㌫三)

第十玉東 石的製品別産取 (一九四⊂)守)

ベ ン ヂ ン

航空株用ベンヂン

示ワイ ト･スLJ･'])ツ ト

燈 油

残 沖, ソー ラー油,デイ-ゼJI,油
潤 滑 ･抽

沈 油

パ ラフィ ン, ワス,七レシン

ア ス フ ア JL,ト

其 他

視 夫

計

ユ訳油及燃刑抽 トシテ直轄愉出

組 計

･.
I..

i
..

I.
･I.
.?

.:

:･.
..
:I

:.
:;.:
-.f

二

･..;

l

l〔ー

甜

3

1

68

9

7

出所 EconomlSChWeekblad1941,p.1016.

(註) 本表紙計ノ､前璃第十四衆ノ夫ヨT)170717地減少
シテヰjE,ガ二時由不明｡

倫製品別生産額ノ割合′､毎年サシテ塑墾1'tシナイ
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農
業
は
茸
相
良
地
と
し
て
の
開
領
イ
ン
ド

第
二
番

二
〇
五

第

1
航

二
〇
五

弟十大表 原 油 生 FE (･-･九四〇年)

ジャ ワ及 てブラ 839∠L95kg.ton 10.6%

ス マ ト ラ 52:OS;pC19 656

ノヾ レ ム バ ン :i(げ7≡)56

ヂ ヤ ム ピ 【::FLO:i95

スて トラ束堀岸 156LlEi8

7 チ エ F,764267

ボ ル ネ オ lT≦)3.IL48 22.6

凍部 ボ ル ネ オ f姻3日99

タ ラ ガ ン EH〕9:249

モ JL/ツ ケ ン 97(;∠11

計 J/938()93

出所 同 上0

第十七 袈 錫 鐘 Ji巨 (1000kg.)

19

ノヾ ン カ 2

ピ サ ト ン 1

シ ン ケ プ

土 人 採 択

計 4

一

l

2

0

1
.
10

年 1939吋 1938年 1937年

80 17020 15563 23455

94 99913 10492 1392a

O2 130≡3 1662 2363

10 15 17 14

86 2834:Z 277.34 39760

出所 Ecc･nornlSChWeekblLada;L.0.

第十八旗 (kHI.o]】)

1940年 1泊.;年 1938年

石 炭 2000680 L7'EJOだ･32 1456647

ポー キサ イ ド 275221 2:弓0･≡68 245354

マ ン ガ ン 11897 は･:.74 9687

硫 丑 ' 17252 ユ7三.70 16242

出所 Ec()n.Wkbd.1941.

次
に
世
界
生
産
額
の
二
〇
%
を
占
め
る
錫
も
ま
た
首
領
屈
指
の
資
源
で
あ
-
近
年
と
み
に
そ
の
重
要
性
を

加

へ

で
き
た

こ

と

は

弟

九
表
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
ら
う
｡
又
こ
の
間
蟹
が
外
肇

紅
排
し
オ
ラ
ン
ダ
香
木
の
猫
占
で
あ
る
こ
と
は
第
十
三
表
に
よ
っ
て
知
ら

れ
る
｡
首
領
錫
鏑
の
年
最
大
生
産
可
朋
量
は
四
五
千
L
ン
と
云
は
れ
る
が
賓
際
産
出
竜
は
第
十
七
表
の
如
-
で
あ
る
｡

何
そ
の
他
の
蚕
要
錦
産
物
を

一
括
し
て
攻
に
示
す
(第
十
八
乗
).
い
づ
れ
も
鋸
石
で
あ
っ
て
精
製
せ
る
も
の
で
は
な
い
｡
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地
と
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て
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蘭
蘭
イ
ン
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第
二
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二
〇

六

第

1航

二
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六

(

荘
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蔚
U
L
一h
..
麦
..
IjT
.
七

F

uu?
拝

｡

料
口
11T,,土
､告
EEEiJ7.賓

封
｣1

⊃
ぎ
Jヨか昂
brF
よ
.

若
匡
由
E=
)

託
j
L
H
｡
=

二

二

｡
､

t
.
/

､

を
占
め
､.
怖
れ
作
か
3
,
て
diZ
九
.パ
ー
セ
ン
ト
飴
を
吸
収
し
充
に

すぎ
た

い
稀
荷

な
も
の
で
あ
-
..

残
飯

の
貿
易

打
の
う
ち
英
小
米
;

蘭
及
そ
の
恩
領
地
域
か
ら
は
輸
入
の
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
飴
を
頼
-

'
輸
出
の
七
八
パ
ー
セ
ン
,L
を
仕
向
け
て
ゐ
た
.

(
註
)

と
-

ツ
ビ
ン
'
マ
レ
I
へ
の
輸
出
品
は
皆
該
地
域
に
て
陪
賓
さ
れ
る
も
の
の
み
故
こ
ゝ
に
加
へ
た
｡
灰
之
'
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
'
ペ

ナ
ン
'
香

港
は
後
者

に
加
ふ
｡

大
束
正
戦
車
の
勃
費
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
諦
観
と
の
関
係
む
判
断
さ
れ
.
淋
外
市
場
か
ら
隔
離
さ
れ
た
蘭
印
紐
解
は
従
邦
の
繁
栄
に

封
し
て
致
命
朗
な
打
撃
を
受
け
た
｡
そ
れ
は
直
壕
に
は
農
園
及
錦
山
開
蟹
の
た
め
の
外
囲
資
本
の
巷訳
る
も
の
で
は
あ
る
が
'
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
杜
骨
に
封
す
る
そ
の
影
響
も

ま
た
看
過
で
き
な
い
で
あ
ら
う
0

現
物
交
換
が
な
ほ

日
常
控
蹄
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
を
占

め
'
自
然
妊
僻
の
枠
か
ら
拭
け
き
ら
な
い
T
ン
-
ネ
シ
ア
村
落
に
と
っ
て
'
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
資
本
に
よ
る
近
代
的
経
営
梯
楠
の
崩

壇
は
'
よ
し
ん
ば
死
清
的
問
題
で
は
な
い
と
し
て
も
'
し
か
し
た
と
へ
ば

エ
ス
テ
ー
ト
か
ら
の
地
代
手
樽
'
農
園
及
錬
山
葵
働
者
と

し
て
の
賃
銀
.
各
種
輸
出
農
産
物
の
販
茸
等
を
重
要
な
収
入
源
泉
と
し
て
ゐ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
に
封
す
る

打
撃
は
'
仝
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
虻
官
に
と
っ

て
無
税
で
き
な
い
影
響
k
I
も
つ

で
あ
ら
う
｡
尤
も
草
に
打
撃
に
耐
え
る
だ
け
な
ら
ば
い
ま

な
ほ
共
同
鰭
的
性
格
を
も
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
村
落
は
'
日
本
の
農
村
よ
-
も
な
ほ
強
敵
な
融
通
性
を
も
つ
｡
し
か
し
大
東
丑
散
等
の

歴
史
的
意
義
が
'
滑
衆
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
食
の
向
上
と
不
可
分
の
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
'
囲
際
授
賓
植
民
地
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と
し
て
略
印
さ
れ
た
常
領
紅
滴
の
再
編
成
は
,
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
村
落
の
封
琵

･
そ
の
停
滞
性
若

破
す
る
方
向
と

壷

し
っ
ゝ
属

さ
れ
ね
ば
空

等

あ
ら
う
｡
こ
れ
は
近
遠

雷

菅

う
る
最
大
至
難
両
も
票

急
の
問
讐

あ
ら
う
.
そ
れ
に
し
て
も
痛
感
さ

れ
る
こ
と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
蒜

倉

の
馨

的
構
造
･
そ
の
要

的
特
等

に
-

る
研
究
の
立
ち
欝

で
あ
る
O
表
面
的
墓

罵

題
の
城
か
ら
讐

て

1
刻
も
早
く
と
の
未
開
拓
の
分
野
豊

ち
入
っ
た
弊
習

到
宗

究
が
進
め
ら
れ
ん
こ
と
易

望
す
君

は
筆

者
だ
け
で
は
な
い
で
あ
ら
う
｡
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